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特集：患者への図書サービス
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経済一流、生活二流、政治三流とは日本社会の

ことを言うらしいが、さて、それでは日本の医療

サービスは何流であろうか。見る人の立場や問題

意識等によりもちろん異なるであろう。さらに、

病院内での患者用図書館サービスについてはどう

であろうか。実際には等級をつけることは不可能であ

る。なぜならばシステム（ 制度 ）がないからであ

る。何流と言うべ き対象そのものが欠落している

のである。

２。 患者用図書館の発祥

患者図書館の萌芽は古代ギリシアやアジア、ア

フリカに見られる。 ’`書物加人の心に影響を与え、

時として治療的効果をもたらすことに人類は古く

から気づいていた。紀元前には古代ギリシアの都

市テーベの図書館の人口には「 魂に薬を 」という

刻銘が掲げられていた。 ２世紀には小アジアの古

都ペルガモンに患者 用図書 館がめった。また。

１２７２年に建てられたカイロのアル・マンスール

病院では、内科・外科的治療の他に、司祭が患者

に昼夜コーランを読ませて回復の促進を図ったと

いう ／／１０）

３．なぜ欧米で患者用図書館が発展したか

アル・マンスール病院の例に見られるように、

読書の治療的効果は、まず宗教と結びついて認識
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菊 池

欧米の病院図書室における患者サービス

４。欧米各国の病院

佑

された。アメリカのマサチューセッツ総合病院で

は、１８１１年（ 日本では江戸時代 ）に患者に聖書

と宗教書を与えることが決められ、１８２３年には購

入費が捻出された。その後、蔵書は宗教書から道

徳書、そして一般書へとその幅を広げ、今日の公

共図書館の蔵書構成とほぼ同じものになった。

２０世紀に入ると、人類は大規模な戦争を経験す

ることになる。１９１４年に第一次世界大戦が勃発し

た。傷病兵の心の慰めと勇気づけを行うために軍

事病院に本を送り届ける「 戦時図書館 」活動がイ

ギリスで民間人によって組織され、英国赤十字社

がこれに協力し、また政府はこの活動に限り郵送

料を免除したため、予想をはるかに上回る大規模

な図書館活動が展開された。

さて、近代精神医学の進歩に伴い、読書の治療

的効果【ｔｈｅｒａｐｅｕｔｉｃｖａｌｕｅｏｆｒｅａｄｉｎｇ ）が科学

的に見直された。アメ刀力ではメニンジャー（ Ｍ．

Ｍｅｎｎｉｎｇｅｒ）が当時精神医学の指導的立場にあっ

た兄（Ｋ，Ｍｅｎｎｉｎｇｅｒ ）と共に、精神療法の一つと

して読書による治療すなわち読書療法をメニンジ

ヤー・クリニックで５ヵ年にわたり研究し、その

成果を１９３７年に発表した。読書および図書館の

価値と役割について医学的見地からの理論が出さ

れたことが、患者図書館の存在を確固たるものに

し臨

（１） アメリカ

①マサチューセッツ総合病院（ボストン．１．１００㈹

専用の図書室が１８４１年に開設されて以来，１５０

年以上の歴史を持つ。筆者は１９７５．１９８５年 の２度きくち ゅう：日本病院図書館研究会代表
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にわたり当図書館を見学したが、いずれの時 も利

用者の出入りが多く、電話による問い合わせも盛

んであった。しかし、この間アメリカ経済の弱体

化の影響を受け、病院財政も危機に陥り、図書館

スタッフの数３名（ パート含ひ ）から１名に削減

されていた。図書室内でのサービスの他に病棟巡

回貸出と映画会や音楽会の催し もあり、ボランテ

ィアの助力により、サービスの維持に努めている。

いずれにしても、当院は専任司書担当による患

者図書館サービスを長年にわたって続けている世

界でも代表的な病院である（５）（１０）

②在郷軍人病院（ペンシルヴァニア緋 斗 ラー、３７５床）

在郷軍人局の病院（ 略称 ＶＡ）は政府機関の病

院であり全米各州に存在する。注目すべきことは、

そのほとんどの病院が法律により「 医学図書館と

患者図書館 」を有していることである。病院図書

館の「 基準 」も作られている。

バトラーのＶＡ病院では、患者用図書館は事務室

を含めて４室を持ち、床面積は合計１５０㎡と広く、

ゆったりした感じを与える。入口付近の室は、じ

ゅうたんが敷かれ、窓際にソファーがあり、新聞

１６紙と参考図書や大活字本が置かれている。

この図書館は「 患者教育リフースセンター 」と

しても意欲的である。患者が自身の病気に関して

理解を深めることができるよう医師やその他の専

門家の推薦した資料を司書が用意し患者に提供し

ている。つまり、娯楽書や一般書のサービスにと

どまらず、患者の保健教育も今や患者用図書館の
～

重要なサービスとなっている（５）。

③セント・エリザベス病院（ ワシントンＤ．Ｃ．，

精神病院，１，５００床 ）

病院の広大な敷地内にパン屋、美容院、理髪店、

公会堂、レクリエーション・センター－、図書館、

消防署、警察署などがあり、敷地内を定期バスが

運行してい る。

ここは法律に基づいて設立された連邦立病院で、

精神病院の分野では指導的役割を演じてきており

世界的に有名な病院である。図書館は独立した建

物である。床にはじゅうたんが敷かれ室内は外光

が十分に入り明るく快適である。患者と病院職員

が気軽に新聞や雑誌を読み、本も借りている。ま

た、患者はリハビリテーションの一つとして図書

館の仕事を司書の指導の下に行っている。音楽室

があり好みの音楽を聴くことができ、レコードや

カセットも借りられる。映画会は地下一階で行わ

れている。

以上のように、当図書館は地域共同体の中の図

書館つまり公共図書館に酷似している㈲。

（２） イギリス

①セント・トーマス病院（ ロンドン 、総合病院 。

１，２００床 ）

テムズ河畔にあり、対岸には議事堂（ ビッグ・

ベン ）がそびえ立っている。

患者用図書館は１８５３年ごろに始まるが、英国赤

十字社が１９２８年に図書館の運営を引き継いでから

発展し続け、１９５０年に専任司書が採用された。現

在、数名の図書館職員がいる。床面積は１５０㎡と

広い。人口付近の新聞・雑誌コーナーには、ティ

ータイムや昼休み時間に病院スタッフが息ぬきに

やって来る。筆者が見学の時（１９７６年と１９８７年 ）

も白衣の人たちが数名いた。つまり、当図書館は

単なる患者用図書館ではなく、病院の全住民に開

かれた図書館であるため「 病院一般図書館（Ｈｏｓ－

ｐｉｔａｌＧｅｎｅｒａｌＬｉｂｒａｒｙ）と呼ばれている。

なお、その他にもイギリスには素晴らしい患者

用図書館があるが紙数の制限により割愛する（ 詳

しくは文献㈲参照 ）。

（３） スウＸ―デン

英米に遅れてスタートしたスウェ―デンの患者

用図書館サービスは、今や質量ともに両国を追い

越し世界のトップを走っている。患者用図書館を

決して特殊扱いしていない。図書館は、゛いつで

も、だれでも、どこでも ″利用できるのが当たり

前という考えが定着している。つまり１人の人間

が健康な時には最寄りの公共図書館を、また入院

しか時には病院の中の図書館を利用する。病院ス

タッフも同様で、病院内にいる時は最寄りの図書

館つまり患者用図書館を利用できる。このシステ

ムが公費によって長年維持されている。

通常、患者用と医学用の両図書館は「 隣接 」さ

１２－



れており（ あるいはフロアが上下）、２種類の図

書館にはそれぞれ専任司書がいる。驚くべきこと

は、患者用図書館の「床面積 」と「図書館担当者

数 」が医学図書館のそれらよりも多いということ

である（ 詳しくは文献（７）（１０）参照 ）。

（４） その他の国々

イギリス、アメリカ、スウェーデンの他にフラ

ンス（３）やドイツ（ 旧東西（１０））、ポーランド（４）でも

全国的に患者図書館サービスを行っている。

５

日本の現状と今後
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します 」と電話をかけると、交換手が、「 医学用

ですか ？ 患者用ですか？」と聞き返してくるこ

とがよくある。一方、日本では図書館と言えば医

学用（ 研究用 ）と同義語になってしまっており、

電話で「 患者用図書館をお願いします 」と言えば、

「 えっ、そんなのあるんですか？ 」と交換手が驚

きの声をあげる。この現状を１日でも早く改めた

い。

《

参 考 文 献 》

巾 菊池佑：゛患者に対する図書館サービスの現

状・１９７４ ″「図書館界 」２７（１）：１－

５，１９７５．

２度にわたる全国調査によれば、ボランティア

や公共図書館による病院への訪問図書館サービス

は全国の諸都市で見られるが、病院の司書担当に （２）同

よる患者図書館サービスは今のところ京都南病院

゛日 本の病院図書館１９８４－８５″「同誌 」

３７（６ト ２６９－２７８，１匹

でしか見られないようである。

２１世紀になろうとしている今、そしてまた、教

（３） 同 ．゛フランスの病院図書館 ″「 同誌 」

３５（６）：２７０－２８１．１９８４．

育制度が発達し、経済的豊かさも得た今、もはや （４）同

文化の空白地帯が存在することは許されない。入

院したからといって教育文化活動を停ＬＬさせられ （５）同

る理由は何一つない。

゛ポーランドの病院図書館 ”「 同誌 」

３７（５）：２２９－２３７，１９８６．

゛アメリカの病院図書館１９８５－８６ ″「 同

誌 」３９（４）：１３ト １４９，１９８７

゛日本の病院にも文化を ″の実現をめざして筆 （６）同：や病院図書館はなぜ必要か ″「出版ニュ

者は１９７４年に［ 日本病院図書館研究会 ］を設立し －ス ＪＮｏ１５２０：８－１１．１９９０．

日本に患者用図書館を普及させるための運動を続 （７）同：゛病院図書館：世界（ＩＦＬＡ）と日本 ″

けている。調査・研究・出版（『 病院図書館 』年 （ 同誌ＪＮＯ１５４２：８－１１，１９９０．

２回刊行 ）、そして病院内での実践としての図書 （８）［司：ｙ患者用病院図書室の現状：英米の図書

館ボランティア活動などで関係者たちに、患者用 館活動と日本を比較して ″「 病院 」

図書館の必要性を訴え、また身をもって示し七き ３７（１２）：９９１－９９５，１９７８．

だ。これまでマスコミが何度も取り上げてくれた （９）同：゛シリーズ・人間と看護を考える：本と

こともあって着実に賛同者が増えている。医師自

身からの問い合わせも舞い込むようになった。ま

た病院職員自らが立ち上がって図書館サービスを 糾 同

開始したところもある。さらに、公共図書館が地

域サービスの一環として病院も含めるところが増

えつつある。理解を示す医学図書館長も漸増して

いる。

６．おわりに

アメリカで見学の時に、「 病院図書館をお願い

１３

子ども（ 対談 ）”「 看護展望 」１５（１１ト

（１３），１９９０．

『 患者と図書館 』（ 共編著 ）明窓社

１９８３．
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１，病 院 名
ゴ ー ル ド・ ウ

ォーター記念病院

マ サ チ ュ ーセ

ッ ツ 総 合病 院

ニ ュ ーヨ ー ク

大 学 病 院

モ ン ト フ ィ

ォ ー レ 病 院

ニ ュ ー イン グ

ラ ン ド ・バ プ

テ ス ト 病 院

２、病 院 の 種 類 慢性 病 ・ 長期 総 合 総 合 総 合 総 合

３、ベ ッ ド 数 ９１２床 １，１００床 ９５０床 ７５０床 ２４５床

４、図 書 館 開 設 年 １９７４ １８４１ １９３７ １９１２ １９３０

５、ｍ 書 館 の 面 積 １５０㎡ ７０㎡ ７０ｒｒｆ ７０ｍ’ ２０ｎｆ

６、図書館開室時間Ｉ週 ５２時間 ３５時間 ３９時間 ４０時間 ２０時間

７、図書館管理経営の型 個 別 ・ 独 白 個 別 ・ 独 自 個 別 ・ 独 自 個 別 ・ 独 自 統 合 ・ 独 自

８、図 書 館 職 員 ｌフルタイム２人
（
ｌパート

１人 ２人 １人 １人

９、ボ ラ ン テ ィ ア ７人 １５人 ３０人 ２１人 数人

１０、図 書 館 予 算 ３，３００ドル 未回答 ６６，０００ド ル
（含 サ ラ リ ー）

２０，０００ドル １０．０００ドル

１１、図 書 館 の 財 源 病 院 病 院 病院と財団 病 院 病 院

１２、図 書 館 資 料

本

雑 誌

新 聞

保健教育資料

４，３８４冊 ７，０００冊 １０，０００冊 ３，０００冊 ２，０００冊

３８タイトル ４０タイトル ６０タイトル １９タイトル ３タイトル

２ 紙 ２ 紙 ２ 紙 １ 紙 １ 紙

１３１ ３００ １，１００ ６１０

１３、Ａ Ｖ 資 料

トーキングブック

カセット

レコード

フィルム

フィルムストリップ

ビデオ

５０ ５０ １２０ ０ ３１

２４ ２６０ ３００ ０ １５

６５２ ０ ０ ０

０ ２５ ０ ０ ０

０ ２０ ２０ ０ ０

８ １８ ０ ０

１４、貸 出

本

トーキングブック

カセット

レコード

２，２１４冊 １５，６００冊 ２８，９２８Ｗ
８，０００冊 ２，５００冊

１，２７５ ８０ １６０ ０ ３５

２９５ ５２０ ５９５ ０ １７

１，５０４ ０ ０ ０

１５、各病室巡回１週 ２週に１回、３０病棟 週に１回、２４病棟 週２回、１７病棟 週ｉ回、２５病棟 週４回、４病棟

１６、朗 読 サ ー ビ ス 週ｌ 回 不定期 していない 週ｌ回 不定期

１７、読 書 補 助 具

拡大鏡 拡大鏡 ブッ クスタンド ブックスタンド な し

拡大鏡 拡大鏡

プ リ ズ ム眼鏡

１８、展 示 ・ 催 し 物 し て い る し て い る していない していない していない

１９、読 書一療 法 ｍｉ 回、詩療法 していない していない していない し て い る

２０、公共図書館の協力 本 の 郵 送貸出、

映画・ビデオ借用

本 の 郵 送貸 出 あ り な し な し

２１、備 考

－ １４－

出所：「図書館界」３９（４）




